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CRAFT印 一 製璽･硫安等凡ユル化學装置二必要ナ
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工業綴式曹
,東京都港歴白金志田町電話三田（45）3448．3189

’

鰯苧諒＆
一
㈱

’
化學工業用諸機械装置 ，

1

眞空乾燥機製堕機械装匿製藥機械装置反應釜･濃縮釜製堕機械装匿製藥機械装置

、

I

オートクレーヴ

(資験用工業用在庫豊富 遠心分離機
マーーマ．、 一一一一一

一一一

硫安機械装置合成樹脂製造装置食用油機城装置眞筌蒸發罐ﾌヰﾙﾀｰプﾚｽ
q 一一 一一

8

飴･葡萄糖製造装置食用油機城装置

j ‐

東京都中央厘京橋槇町一ノ五 東京製作所ピル
式
牡
ｊ

株
密 東京製作所 東京廃八重洲口下車3分

4

電話京橘(56ノ 28239.8281.82,2.8293
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小糸の船舶用照明器と電氣器具 01

｜
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●

船舶用探照燈・投光器・装飾天井燈・天井燈二號二型

黙滅信號燈.夫井燈二號一型･事業燈‘卓上燈一型･手提燈
隔壁燈・海圖臺燈・接栓接續座・ソケツド ・開閉器

カーゴランブ・集魚燈・其他各種設計二應ズ

､

■

－

1

株式會祗小.糸製作所”

本肚東京都港腫芝高輪南町二八電話大崎209．86ざ･869

靜溺エ場・沼津エ場・品川エ壜・京都出張所・名古屋出張所

本誌上への廣告は取扱祗共榮逼信祗え假事務所東京都品川鹿西品川四ﾉ九三二
ー

、 、

I

、
夕

1



、 I

ｰ

6
茜

ケ

（1）

●

が，改めて厄睡敷を420に増すと共に

3月中の諸委員宮活動歌況 氣第及びビｽﾄﾝの構造を改良して
11日（火）電氣熔接研究委員曾第1分科倉 210IPを235座に増加するものとし

一，時及場所午後’時半より4時迄協會事務 て，推進器の設計に如何なる窒化を與

所に於て え，速力に如何な毛増加を來すかに就
一

一,出席者矢ケ崎主査吉識埴田木原 て木下委員が研究したところ次のよう
多田赤木各委員 な結果力観れた。

一,議事残留應力と疲努狸度との關係を 」vfPrpm w,'"P/d d P
i kts%

調査するたあの鍵識に使用する 200 380 8．89“.2 0．570 15.品0脳
試験片の形状に就き種々意見の 200 420 8.75 48.i O.460 1.5000.690 ､

、交換を行った結果，前回打合せ 235 4209．015120．505 ‐1.500 0.758

の通決定した。 即ち馬力の増す割今に速力はふえな
’，

いり回縛數も．これ以上増すことは困錐、幻

， 13日（木）漁船研究委員會第5回會合 ‘ なのでこれ以上の瑠速には船艦の愛誕

一，時及場所午後2時より4時迄協會事務所 を必要とするという結論に達した。

に於て． 、 3.漁船協簡提案の底引網及卜画～沁船で

一，出席者松本委員長木村高木木下 引鯛時の速力を2乃至3節とした場合

栗田伊瀧中村各委員他に の最適主機回鱒敷の問題は水糟試翰に
●

海事協曾淺野順一君 よりEHsを求めた上でなくては解決が

一，議 事， つかないので，水槽の關係上9月以前
1前回からの懸案であったb4rkeelを に責識するこ.ととして經謹の出途につ

" ilatplateに鍵えることの可否に關し き協議した。

， 「漁船は風を眞槙から受けて操業する 4.次回には研究問題を整理して今後の研
， ことが多く吃水も浅いのでリーウェー ． 究方針を橡討することに申合せた｡・
を少くすることが必要である關係上一 ′

殻原則としてbarkEBIが望ましいが 14日から16日迄｡鋼皓工作法研究委員會第3
、

捕鯨船, トロール船はinatplatekeel 回曾合

一でも宜しい。,鰹船も flatplateleel 一，時及場所午前8より午後5時迄日本鋼管
侯 ．

で差支えないが,鮪船は風を眞横から ’ ． 株式曾泣鶴見造招所に於て
受けて獅藥寺るゐで肘keeiが必 -,出席者吉職委員長古武顧問長谷川
要である。横補や航路安定性にはbar 幹事淺沼秋友輻田藤井

keelは大して蚊果ありとは思われな 〈代ﾉ 』山田(代後臓(代古
いが， リー,ウエーを防止するにはbar ' 賀(代)各委員

. keel でなくてはならない」とい.ふ意一，議 事

見の剛睡があった。尚本件は漁船脅長 1. リパティー型船熔接調査表説明

の意見をも聞いた上で引綬き戯討すぎ ‘長崎三菱造船所秋友委員から営門配布争

”〆奪となった。 、 、 の費料につき説明があった。
2.漁船の増速方法として回輔散を高めろ 2.機械器具の改良に關する件
件に閲し，前回は210IPの主機闘で草 (1ノ鋼材の蹴弧切箇に就て呉，寺尾貞

・ ‘こ回鱒政を正規の380から‘120に増 一君から研究結果乃發表があった。
した場合の推進紋率の婁化を調べた 今後直流G更に蛍騒を進めると同時

、
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(2）

にフラックスを愛えて研究を綴行す

ることとなった。

（2）粉淡（粉コークス)鯉装置に就て

川崎長谷川委員から試作して目下使 ′

用中であって成績良好なる旨報告が

あった。將來地瞳の場合にも使用出

來る憧装置の研究を進めることにな

' つた｡

（3）簡単なる入カーフイング磯城につ

き三井河面良治君からスケツチに就

て説明があったが震際的に使用する

ことは困難なように思われる。

（4）電氣鋲打鰻に開して日立櫻島に於

て研究したことがあるので次回に賛，
． 料を提出することになった。

其他前回懸案の項に就て質疑應答

があったが未だ研究中のものが多く

今後更に研究を綴行することとなっ

た。

3.工作法基準作製に閲する件

勺各造船所から現圃，罫需'鐵器，饒鐵
←山形鍜冶，水歴曲に就て賓料の提出が

あったが，如何なる要甑『で作製するか

相當疑義があったので橡討の結果下記

の要領で作製することになった。

（ｲﾉ各菊目別に教科雷的形態を蕊える
‘ こと。

． （口)養成工の激科書でなく技術者の教

科書とすること。 、

（ハ>基本的事項は簡略にし，工事上特，
仇

に注意すべき事項を詳細に記載する

こと

（二)過去の事賓の記入のみならず將來

に對する意見をも記入すること

現圏，零番に鯛しては玉野造船提出蚕

料により形態を整え，三菱長崎造船提

出資料等により注意事項を記入するこ

とになった。尚同時に鍵取浬を行う擴

〆當鐙船所を大陸次のように内定した。

（1）現晒(三井）暑害(三井）
●

（2）鐘機,'川崎）擁鐡(播磨） 山形鍜

‐

冶〔播磨）氷匪曲(播磨）

、(3)鼓付(長崎）船壷木工(長崎）進
水(長崎ノ

（4）穿孔（浦賀）絞鋲（川崎）填隙

（浦賀)製鋲(川崎> ‘

（5）熔接（廣島）瓦斯（廣島）酸素

〈廣島）製棒按島）

〃

｜

’

、

I

（6）木工(横演）製材(讃演） 木工槻

械(横漬)

（7）仕上(藤永田）銅工(藤永田）蛾

艤装(日立櫻島）

（8）塗装(紳戸三菱）船具(榊戸三麹

船渠(紳戸三菱）

(9)'運婚淺野）器具（長崎） 原動

機(長崎）亜鉛(三井）

（10）作業管理(播磨）

4･給與形態並に請負制度に闘する件

各造船所から現行給與形態並に請負制

度に就て説明があったが大魁同一形態

のようである。但し三井造船に於て目 ～

下試識期間として賓施中の工員の月給
制度は新しい方法であるが未だその成

果は不明である。工員の出勤率は若干

上昇したようであるとの報告があっ
、

た。筒本件に關して種々意見の交換が

あった。 ，

5.次回議題等の件

一次回は4月28， 29， 30の3日間玉

野製作所で開催することとし，その識
べ

題を次の逓決めた。

（1）機械器具の改良に閲する件

（2）工作法改良に關する件

特に工作法上改良し又は改良せんと

する顎項に就て説明すること

（3）工作法基準作製に蝿する件

"｜
’

律

D ’
I

| ｜
’リ

3 ’

I

1

．J

ﾉ

①

P ＝

⑳

1

1

’

1 （イ)現圃に閲して三井に於て總取掴

を行ったものに就て最後的繊討を

．なすこと

． （ロ)鑑機，擁鐘，山形鍛冶，水産曲

に就て各造船所提出賛料に就て大

略の橡討をなすこと

’

●

1
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(3）

I

．， （ハ)坂郁船淺木工，進水の資料を 施せらるLものとすれば從來曾七見な
’ 持参すること ぃ相営な熔接施行となるので海事協會

の意向を確めることが必要であるとの

19日（水）電氣熔接研究委員倉第4分科會 意見があった。

一，時及場所午後1時30分より3時39分・

迄協商事務所に於て 24日(月)木船研究委員會第7回含合

一，出席者幅田委員長卿原主査輻田 一，時及場所午後当時より5時迄協會事務所

吉識曾田今井松本島田 に於て

御鳴増淵各委員 ､ 一,出席者声識委員長金子竹鼻各幹事
一，議事‘ 山縣上村原田祠11小山

’・ リパデイー型船に就て増淵委員が調査 武原高木渡遥(代理)各委員
した所を報告した。 一,霞 事

2.島田委員からリバテイー型船の外板熔 、 250噸型木船横狽度の計算

接組立順序及熔接部の詳細を圃面に就 橘騨事から計算綾果に就て説明が
て説明した。 あり，次で討議に入った所，主として

次回は上甲板其他につき読明ある筈 次のような意見が出た。
（1）この程度の木船では梁柱なしに構■

I

20日（木）電氣熔接研究委員會第3分科會 芦するのはいけない。
一，時及場所午後1時30分より4時迄協會， （2）牛肋根材式はよく｝ないd長短肢式．

事務所に於て がよいと思う。
一,出席者掘田委員長島田今井遠山 (3)毒曲部}ま現在の鰐造でも弱いので 1

御鳴清水木下各委員他に はなぃかと思う。

三菱横濱造措所占田氏 (4)〒材合せ肋骨の固着釘に加わ釧
一も蹟事前回に大磑決定した主要部分の 力を調べる必要があるO . 0 .

接合,(熔接か絞鋲か）を再確認 ” （5）一本の釘の耐えうる湿度を調ぺる
のため穆尉したつ梯尉の要黙は 、 こと。
次の通りである。 2.銚子工場に於ける船暖曉測定結果によ

′ ’､ピル苧外板と底部外板との現場接合は 、 れぱ水管式よりも糸を用いる式の方が
一噸バｯﾄｳｴﾙドを探澤した茂工作 蛮塵に計り易い｡

‘ 上ﾗﾂプｳｴﾙドの方が容易であると 1 3．漁船協愈からの調査依額副頓に關する
‘ ､ ．の意見 ， 検討に入ったが,次回に綴行すること
2.縦覇壁と甲板との坂合は幕板若<は平 となった。

入トリップを介してなすとの意見 4.次回頻題として次の諸項を探澤した。
（1）旭造船所に於ける船睦礫測定結果

3･餌料qf丙甲板下縦隔壁の取合ﾗｼ
⑧上掲'の(4),(5),及3に説明した､ ケツトは之に代るべき所を増狸するこ

とにより廃止tたぃ意見 諸項
、 ‐

以上は今後船腔灘遥細部に豆り逐次審、 ’

蟹繊討する筈であるから,其時充分審、 26日（水）定期評議員画
駁することにし一態は現状の艦進行す 一，時及場所午時2分30より4時30分迄
ることに決定した。 日本工業倶樂部に於て

筒前回大腿決差《た灘工作案が蛮 一,出席者井輌長山縣主事吉識加

｡
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(4）
伊

~

藤常松各理事･寵田朝永各. ’

・監事赤崎岩井小野木禰．

原鈴木穂山．南波松本

績山出淵各評議員

一，護事

．’． ’月及2月定例理事歯決裁虚理事項中 ．
逼認の件 、

前2回の理事曾で魔理した次の諸頂

．を追認したo
砂

(1)入退會者承認の件

（2）委員會委員追加委嘱の件．

． (3)船舶工學便蹴出版委員會瀧成の件

（4）委員會經費の件

（5）會報雑纂の雨誌を會報1本立とす
c

る件

〉 (6)委員會委員族我規程@件
（7）創立50年記念式典の件

（8）職員任免の件 ‘

.、 2.臨時總會及春季講演會開催の件 ． ‘

事務所移韓並に曾誌發行方針愛更にザ
、 い，定款及細則の-部愛更を必要とす

るため臨時總會を開催することに決を

られた。

3.文部省學術用語制定委員街委員推薦竝

，に造招協會船舶工學術語改訂委員曾設、

置の件

文部省では漢字制限と新かな使い法

に則り學術用語を制定するため委員曾

’を設けることになり本協愈からも委員

↑ を選出して貰いたい旨依顔があったの

． で，正員湊一審君を推薦すること

に決った。又同時にその原案作製のた

め本協曾内にも迩當な委員衝を設けて

貰いたい営申越があったので，次の活

君に委員を委甥して船舶工鼈術語攻訂
委員衝を設けることに申合せた。

湊 一磨君井闘 貢君池田，利貞君

板部成唯君出淵・ 巽君上野喜一郎君
ﾉ ｩ

榊原鍍止君佐藤正彦君重川 渉君

鈴木恒太郎君高木 淳君瀧山敏夫君

成田蝿二君南波昭太郎君涜田 錘君

秘山武秀君横山 渉君

4．入退會者承認の件 ・ ‘ 、 ’
入會申込者32名，退會申出老’名

を承認した。入曾者氏名は別項に記載

･ の通であるo ，

5.報告の件 。

． ， 文部省から昭和22年度科學試識研

， 究養に關する研究認書を提出するよう

照會があったので，次の3項目に強算

一 を附した旨報告があったo

（1）函熔捧の船禮構遥筧の賎用
（2）木船瀧迭改善に脇する研究

(3)漁船の改良に關する研究

F

甲

、

一

(_リ

29日(士､電獄熔接研究委員會第2回總曾

一，時及場所午後1時.30分より3時30分
・迄協曾事務所に於てつ

一，出席者輻田委員長木原靖淵各幹事‘
榊原禧田矢ケ崎赤崎御
鳴今井島田吉田、清水各

委員 リ

ー,蜜 事'委員長から總會の主旨逓に前總
會の議事につき説明があb,X

で各分科會の經過報告が行われ

た心 ．

1.第1分科會(矢ケ崎主査報告）
（イ)′残留應力と疲努狽度との關係を

研究するためinitialにresirll'AI
Strainを受けた物禮の疲勢試瞼を行

うことになった。試験片の形Wく竝に

寸法は決定され， 目下横漬造船所で

試験片作製中である‘，従って試醗は

5月上旬から行われる選定である。

（口）許容懸力を推定する目的で文献
を集めているが,‘第1次文献は4月

〃

上旬出來上る譲走。 ・

2.第2分科衝(木原委員報告）

各種文献につき目下整理中である。

これには若い人達で小委員曾を作って

・はどうかと思う。

3.第3分科曾（島田幹事報告）
， 夕

1
1
【

I

①

‐
、

今
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砂

わ

』

且
～

0』つ
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一，時及場所午後1時30分より4時迄協會

事務所に於て

一，出席者山縣主事湊池田出淵佐

， ,‘藤獺原重川鈴木瀧山

濱田松山・横山各委員

一，談事

1主事挨拶のネト

山縣主事から先般文部省からの依頼

により同省學術用語制定打合曾へ本協

會代表として湊一麿君を推薦したこ

と及同打合雷の原案作製の爲本協會内

に今回この委員曾を設置するに至った

ことを述べ，併せて委員委嘱の挨拶が

あった。

2.事務長經過報告の件

事務長から文部省學術用語制定打合

會の今日迄の經過に就て説明力やっ
た。その中最も重要,ょ砿は原案作製の

順序に閲することであって，文部省と

しては次の順序に従って各學衝の仕事

を進めて貰いたい旨希望があった。 ．

（.イ）義務教育用教科書に使用する學

術用語の制定 、

（ロ）全科凌迩案の改訂

（ハ） （イ)(戸)以外の一般術語の制定
3.委員長互選の件

，委員長互選の結果湊委員が営選したq
ノ

， 4.幹事指名の件 ．

・委員長の指名により，出淵，佐藤雨
委員に幹事を委燭することと,よった。
5．本委員會の事業進行方針の件

j ､

文部省の希望にそい，次の順序で審議
女を進めることを申合せた。

（1）教科書用語の制定，

（2）全科技辿案の改訂

（3） （;） （2）以外の術語の制定

6.術語の整理歳卜に閉する件
文部省案｢科學用語の整理方針」を

｝中心として自由討議を行った。

總トン数1月5トン鰹鮪漁船を中心と

して討議することになった。建造方法

としてはブロックシステムを操扇する
， こととし，中4鐙船所を識象とするた､

一

めブロックは小さくし，各ブロックの

重量が3トン以下となるように識汁す

ることとなったo

、現在ブロックの匿分がきまりかけて

いるが,次iこクロックのジョイントが
きまり大禮の設計を経え，後に各4部
分の熔接工作法に入る豫定である。

この報告に開し次の如き意見の開凍↑

を見た。

(ｲ）大造船所で華する場合は敦ブ

戸シ､クを霞めて1ブロックとして建
造しても差支えないように瞳分して

‐． 欲しい。その場合仕儀書としてはブ

ロックの大さに鋤系なく適用される

のが望ましい6

（官） 100トソ以下の木鐡漁船につい

て考慮されたい。

（ﾊ） 出來る丈早く仕様書を出して駅
しい◎

（二）海事協曾との連絡を十分された

い。

4．第4分科酋（榊原主査報告）

自由型船の狽度を検討し，今後の溶

接船建造に蚕するのが目的であるが，

現在迄に次の諸項を研究した。

（イ） 自由型船の歴史，破損‘修理及

、 補湿に開する蚕料の蒐集

(P) A､B.Rule-と責船との縦狼力

の比較

（ｱ､）主要部分の熔接法の調査

以上で各分科曾の經過報告を経り，

一般護事に移り,次の諸件を申合せた。

5.熔接學會とは共通する所は連籍し合う
こと。

6.次回總曾を5月下旬に開催すること。
ゆ

誕日（月）船舶工肇術語改訂委員曾第回曾合
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團彊員運楡省鐵道技術研究所第七部

正員玉木禧宜馬渡静夫一 ・

准員、河合安正

學生員簗井・ 泉石松尚武､井上 朗
山下幸登馬渡正雄稻本俊顧

相良靖毒古野伸治島本和夫

、土井六郎諸岡 ，彬南葵太郎

小川喜一鐘ケ江利美高橋康夫’
ダ

・・鍵山勝登小部雄次郎磯部周一

大久保章夫川崎虎康井家上宏

吉見‘貫次朝倉昌大宮下政弘

安永 紀高口健一井上 泉

國武定三

奨學褒賞授與

本年3月造船關係各學校優等卒業の下記諸君

に對し本協含奨學褒賞を授與しました。

長崎遥船専門學校 梁井.' 泉

ブ&反工業専門學稜造船科 守本榮男
徳島工業専門學校造船科 田上重美

横漬工業専門學校第一部造船科坂本直司

同 上 第二部造船科林 育宏

私立添磨造船青學年校 尾高徹信

私立石川島重工業青年學校 大判芳雄

宇治山田市立工業學校本科造船科

眞柄信之

同 上 本科機賊科中西.勝次

私立三菱長崎工業青年學佼専門部機械科

、 馬溺和三

同 上 造船科徳永 完

函館船渠株式會肚技能者義成所造船科 、

澤田孔太郎

同 ‘上 ’ ′ 造機科須々田璽彦

私立三菱鱗漬造船青年學校研究科

押尾信雄
●

私立日本鋼管淺野船渠青年學校

私立浦賀船渠工業専修學佼本科造船部

山本一二三

上本科造機部 窪田幸次

:、 上研究識,郷永野識台
同 上研究科遥機部田中信夫

皇繍謝総頓數500類以上
鋼船新造竣エ調（船舶逼管f『閾〉
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田中淳太郎

渡浬悦夫

小林治夫

齋藤宜昭

金子通雄

－

私立三菱紳戸造船青年崖校
私立三菱下關造船青年學校

私立日本鋼管鶴見青年學校

工學院遙船科

同上機械科
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東京都港匠

電話三田

蕊用品指定工ち

含
r)_‐ T,TⅣ］熟達

鼎陵 製 品

菖墜器・
脂・雷壼曽

配電盤

儲・頚

(9)017』
ｲ4)（-房．

茎話落合長崎2969

電
解
用
石
綿
布

一
般
石
綿
紡
績
製
品

即
綿
制
、
勃
帯
摩
擦
鰻

‐ピン卿同：汽鋤､即演

曲流榔筒・歯車11即惜

２
．
４
二
八
三
○
・

古
屋
・
醜
周

ﾛ ﾛ■

野澤組鐵工月

昌要製品一

筒渦巻M

筒 タ"－ピン
筒，氣禮縮

・化學機械

重製罐工事

鋼製黒

遵鐵磯靭

汽罐･各

鋼鍛
噸
雌
蠅
識
榊

1即

順1
1剛

苛恥型

吐及澁谷工場東京都澁谷題山下蘭
g

川工場輿京都大田臨午口踊

專寅特許愛用新案

超遠心噴霧乾燥製
特長疏状物粉化・流欣物漉
一一一其の他の製品一

超遠心液鰕清淨機･遠心油タ
超遠心牛乳分離機･超遠心酵母
唾.力油漉過機･鐡道車輌部4

毎一

門製
塵器株
Tl歴本蔀H
田（03）

り‐丙涯睡11

品製修，

田麗大森9ノ4822

億(06鏡:識認罪

の廣f
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二

暖房用バルブ・トラツブー式
句

宕 司 ▼

減唾寡'温度調節食･安全鼻･伸縮接手
造船用バルブー式

株式蕾祗フシマン製作所
蕊蕊田驍獺1幕弱 工場森ケ崎・矢幅・石鳥谷・名古屋

出張所大阪・名古屋･盛岡

ノ

8

－－－螢業品目

各種ウオーシントンポンプ･oW3號ウエアー給水並重油噴燃ボン．ﾌﾞ

W8號フェアー給水並重油噴燃ポンプ･cTL型ウエアー潤滑油ポンプウ

／

B型ウエアー給水ポンプ・・其の他ウエアー式各種ポンプ・

渦巻ポンプ．及ターピンポンフ． ・吸上雑用水ポンプ．

拳鰄熱燗忠爾競七悪ｪ患，
電話深川1459･1476･1479･1812

＝

'工 場一埼玉・千住・本所

大阪管業所一大阪市顧島直上顧島ニノ五九

電話土佐堀841．4J64


